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［  取 材 依 頼  ］   

 

  

取材項目 酪農理解醸成活動 

 

取材内容 

 

目    的 

 

趣旨など 

１．内容 

 令和 4年 11月から、牛乳やヨーグルトの原料となる生乳の取引価格がキロ当たり 10円値

上げとなり、量販店で購入する牛乳等が値上げされます。近年、コロナ禍による経済活動が

縮小し牛乳の消費が落込んでいる中、値上げによりさらに牛乳の消費減退が懸念されます。 

 飼料高騰などで酪農経営が危機に立たされており、牛乳の消費低迷は酪農経営に大きなダ

メージを与えてしまうことから、県内で酪農を営む酪農家自らが、消費者の皆様に直接窮状

を訴える酪農理解醸成活動を行います。 

 酪農理解醸成活動を行う酪農家は、県内で酪農を営む農協組合員の酪農家で構成する宮崎

県酪農協議会の役員 14名とＪＡ職員が行います。 

 

 

２．実施内容 

 

①酪農家によるチラシ・保冷バッグの配布 

 

 ②模擬牛「ミル子」による搾乳体験 

 

 

３．本年の作柄状況 

 近年、コロナ禍により牛乳の消費が低迷し、加工乳製品の在庫が積み増しされ、酪農家は

生産抑制を余儀なくされ厳しい経営を強いられている。また、国際情勢の悪化等による飼料

等が高騰し、酪農経営に大きなダメージを与えている。 

 飼料高騰等のあおりを受け、生乳の取引価格に価格転嫁できたものの、まだまだ酪農経営

を圧迫しており、牛乳の更なる消費減退は、酪農経営に大きなダメージを与えてしまいます。 

酪農家にとっては、取引単価の高い飲用向けの取扱量が増えることが、手取乳価の上昇に

つながることから、牛乳の消費拡大運動を行い、飲用需要を伸ばすことが永遠の課題である。

そのため、飲用牛乳の消費拡大と酪農理解醸成を図ることを目的に実施するものである。 

 

日    時 令和４年１１月２０日（日）  １１：００～１４：００ 

場    所 イオンモール宮崎 1Ｆ ヒナタテラス  

担当部署 

（問合せ先） 
ＪＡ宮崎経済連 酪農飼料部 酪農課 担当：今井 ＴＥＬ：０９８５（３１）２１２８ 

添付資料  

備    考  

組織名 ＪＡ宮崎経済連 酪農課 


